
入園者数の推移

四季が織りなす茨城の絶景
インバウンド観光客の増加も期待

before after

米軍施設の返還地をレクリエーションの拠点として整備。「ネモフィラ」の青、「コキア」の赤を主役
とした、ここにしかない風景を創出

茨城を代表する「絶景」として、入園者が年々増加。SNSによる口コミ効果や茨城県のプロモー
ションを介して海外でも評判。タイの書籍「BEST OF JAPAN」のフラワーガーデンベスト10で1位に

・リピート率 春、秋ともに約７０％
・大規模イベント時、勝田駅の１日平均乗車人員は、通常時の約１．７倍

海外本（タイ）に掲載

春のネモフィラ

秋のコキアの紅葉

海外からの反応

公園を
整備

公園のシンボル「みはらしの丘」

国土交通省総合政策局事業総括調整官室・大臣官房公共事業調査室（H27.7）

全
体
の
ア
ク
セ
ス
数

海
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
数

入園者数
(万人)

累計入園者数
(万人)

8



北関東3県の工業立地の推移 茨城港へのアクセス性の向上による出荷量の増加

before

after
全線開通により、北関東３県(栃木、群馬、茨
城)のアクセス性が向上

北関東3県では、企業立地数が堅調に増加。
物流ルートの変化も見られ、茨城港の貨物量
も大きく増加

高速道路で
海なし県も港へ直結！

H20全線開通H23全線開通

小山から茨城への輸送が『北関』により大幅に時間短縮さ
れ、これまでの１往復/日に対し、2～3往復/日が可能とな
り効率アップにつながっています。
（メーカー系物流子会社）

日産自動車栃木工場では、横浜・横須賀港から輸出してい
た北米向け乗用車17万台の内6万台を、平成22年5月か
ら北関に運搬ルートを変更し、茨城港日立港区からの輸出
を開始しました。

１日以上の時間がかかる

単位：千トン

（出典）港湾統計年報（公共のみ）

当該港区は、公共岸壁において完成自動車（２８％）、産業機械（１７％）の取扱いが全体の４５％を
占めており、近年、完成自動車・産業機械の取扱量が増加している。

茨城港 常陸那珂港区

577 523 735
1330 1178 1278 1317244 319 191

815
655

987 7672084 2272 2456

4242

3762

4623 4656

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年

完成自動車

産業機械

その他

茨城港（常陸那珂港区） 品種別取扱貨物量推移

H23.3 北関東道全通
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900

10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年

北関東３県平均

全国平均

立地件数は、群馬・栃木・茨城の北関東３県の平均および全国平均の平成１０年意向の累計値である。
（出典）工場立地動向調査 （経済産業省）

２０１３年工場立地件数において、北関東３県は上位に位置しています。
【１位】茨城県、【２位】群馬県、【５位】栃木県

H23.3 北関東道全通平成１０年意向の立地件数の推移（累計）

(件)

H20.12 北関東道
（茨城～栃木間）開通

国土交通省総合政策局事業総括調整官室・大臣官房公共事業調査室（H27.7）

真岡IC周辺

H20.12 北関東道
（茨城～栃木間）開通
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首
都
圏
外
郭
放
水
路

春日部市

進出企業からの声

before after
整備前（H12年） 整備後（H26年）

首都圏外郭放水路整備後に立地した物流倉庫、ショッピングセンター等

首都圏外郭放水路等の整備により水害による浸水戸数が軽減
約7,000戸（S50～59の平均） → 約500戸（H17～26の平均）

春日部市では、部分通水後の２００３年度から「産業指定区域」※１を 指定

「水害に強い都市基盤」 ※2を積極的に広報

→ 物流倉庫やショッピングセンター等28件の企業が新たに進出

地下の大神殿が支える
春日部の暮らしと産業

産業指定区域

春日部市

※１ 都市計画法第34条第12号に基づく指定
※２ 「水害に強い都市基盤」を広報し企業を誘致（春日部市HPより）

国土交通省総合政策局事業総括調整官室・大臣官房公共事業調査室（H27.7）

産業指定区域内に新たな企業が進出

※ 産業指定区域（春日部市が指定した企業立地を推進するための区域）内

0

10

20

30

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

産業指定地内の企業立地の件数
件

首都圏外郭放水路

部分通水

首都圏外郭放水路

完全通水
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0

件
数
（件
）

H14 H16 H18 H20 H22 H24

企業立地件数※2
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H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

産業指定地内の企業立地の件数
件

首都圏外郭放水路

部分通水

首都圏外郭放水路

完全通水
30

20

10

0

件
数
（件
）

H14 H16 H18 H20 H22 H24

企業立地件数※2

国道16号
国道16号

企業立地件数※
外郭放水路が通っているため、水害の発生の
危険性がないと考え災害にも強いまちである
と実感しております。

世界最大級の地下放水路である首都圏外郭
放水路が通っているため、水害で倉庫が水浸
するのを防ぎ商品を守ることができる点が良
かったと思います。

（株）玉俊工業所 ＜流通＞

（株）小原運輸倉庫 ＜運輸＞

進出企業からは、「水害に強いまちであると実感」などの声
（春日部市HPより）
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before after

下水の熱で省エネビジネス

国土交通省総合政策局事業総括調整官室・大臣官房公共事業調査室（H27.7）

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ
(熱源機器)

外気 ０℃

暖房
に利用

外気を熱源とする場合

暖房 47℃

＋47℃分のエネルギー消費

放出 －５℃ 室温 40℃

電力多

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ
(熱源機器)

暖房
に利用

下水を熱源とする場合

下水 20℃ 暖房 47℃

＋27℃分のエネルギー消費

放出
15℃

室温 40℃

電力少

(58,000m3/日)

海浜幕張駅

幕張新都心 幕張新都心

下水熱を取り出す熱源機器

全国における下水熱の利用状況
下水の温度は外気に対し年間通して安定。この温度差
を空調・給湯に利用、省エネ・省ＣＯ２効果を発揮

千葉県幕張新都心では、終末処理場から放流されて
いた下水処理水を途中で取水、地域冷暖房プラントに
導入し、１４施設での冷暖房・給湯熱源として利用。

下水熱の活用により、CO2削減をするとともに、年間約
１億円の経費削減効果※

※業務用冷水についての東北・関東地区における地域熱供給事業の平均単価と
幕張新都心における販売価格の差額

○下水は都市に豊富に存在するエネルギー鉱脈

○全国では１４箇所で約８万世帯分※の熱エネルギーを供給
※国土交通省試算

1
2

8 8

11

14

0

2

4

6

8

10

12

14

16

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

H2 H7 H12 H17 H22 H27

下
水
熱
利
用
箇
所
数

下
水
熱
利
用
量
［千

世
帯
換
算
]

下水熱利用量

下水熱利用箇所数

花見川
終末処理場

取水して熱利用

そのまま放流 花見川
終末処理場

海浜幕張駅
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浜崎橋JCT周辺で1日平均9時間発生していた渋滞が
ほぼ解消

国土交通省総合政策局事業総括調整官室・大臣官房公共事業調査室（H27.7）

before after

羽
田
線
・

台
場
線
か
ら

都
心
環
状
線
外
回
り
か
ら

H25.11.27（水）

H27.3.13（金）

開通前

開通後

開通前

交通量と渋滞損失時間の変化

4.6

2.2

47.9 
45.5 

0.0

30.0

60.0

0.0

3.0

6.0

開通前 開通後

渋滞損失時間
(万台・時間/日)

利用交通量
(万台/日)

中央環状線内側

渋滞損失時間

利用交通量

渋滞損失時間

開通前：H26.3.10～H26.4.7 、開通後：H27.3.10～H27.4.7

開通前 開通後

中央環状品川線
H27.3開通

開通前後の道路状況

写真:大井ジャンクション

中央環状線全線開通により、都心に集中する交通が
分散され、渋滞が半減

首都高都心部の渋滞が緩和
交通量は約5%減少！
渋滞は約5割減少！

12



相模原愛川IC周辺で企業進出 相模原市内の企業立地（平成２３年以降）の推移と新規求人数の推移

before

after
集約化や大規模化等の物流ニーズを受けて、
物流施設等が圏央道沿線へ新規立地

国際コンテナ戦略港湾・京浜港と首都圏各地
のアクセス性が向上し、我が国の国際競争力
の強化に寄与

全線開通したさがみ縦貫道路沿いの相模市内
においても企業が立地。新規求人数が約3割
増加(Ｈ２３→Ｈ26)

高速道路がわが街にきた！
企業の立地が進んだ！

○「中津工業団地」「テクノパイル田名工業団地」等、
ＩＣ周辺に工業団地が立地

○物流企業がＩＣそばに立地

<立地例> GLP厚木 延べ床面積：約106,839㎡ 竣工：平成25年12月

圏央道沿線の企業立地状況

H21年12月4日撮影

圏央道⇔京浜港
圏央道⇔成田空港
の新たな物流ルートが確立

羽村市役所

入間市役所

日高市役所

日の出町役場

日の出ＩＣ

羽田空港

成田空港

立地済み

立地予定

（H26年9月時点）

1～2件

3～4件

5件以上

<企業立地件数><道路>

高速道路

高速道路（事業中）

国 道

至；海老名

物流企業

テクノパイル田名
工業団地

相模原愛川ＩＣ

圏央道

至；八王子

相模川

中津工業団地

30,000

27,500

25,500

22,500

22,000

新
規
求
人
数

操
業
予
定
企
業
の
累
積

国土交通省総合政策局事業総括調整官室・大臣官房公共事業調査室（H27.7）
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